ディベート・スモール解説（１）：「事実」と「意見」
（参考：木下是雄著『理科系の作文技術』）
【問】次の文章は、事実を述べたものか、意見を述べたものか、(1)～(7)の（　　）に書きなさい。
(1) 私達が読んだのは、素晴らしいお話しでした。（　 　　　）
(2) 故障の原因は接続ミスでした。（　　 　　）
(3) これが最良の方法でした。（　　 　　）
(4) アジはうまい魚だ。（　　　 　）
(5) この色はあの色よりも赤っぽい。（　　 　　）
(6) 新幹線は1965年に開通した（正しくは1964年）（　　 　　）
(7) 私達は、殺人犯人スニドハートが出納係を撃つのを目撃した。（　　 　　）
事実とは、（①　証拠　）をあげて（②　裏づけ　）することのできるものである。
事実の定義は、次の２つ
Ａ：
· 自然に起こる事象
· 自然法則
· 過去に起こった、人間に関与した事件
Ｂ：
· Ａに関することで、然るべきテキストや調査によって、それが真実であるか否かを客観的に確認できるもの
事実の記述は２価である＝正しいか誤りかのどちらかしかない。
意見とは、何事かについてある人が下す（③　判断　）である。ほかの人はその（ ③ ）に（④　同意　）するかもしれないし、（ ④ ）しないかもしれない。
· 意見とは幅の広い概念で、「推論 → 判断 → 意見 → 確信 → 仮説 → 理論」に分類される。
※全ての人が容認せざるをえないほど十分な根拠のある理論は法則と呼ばれ、事実に分類される。
· 意見の記述に対する評価は多価である＝複数の評価が並立する。
上記を踏まえて、ディベートの準備において心がけて欲しいこと。
· 事実に基づこう。それを正確に認識しよう（＝現状分析）。
· 特に、本や新聞に書いてあったとしても「事実の記述or意見の記述」のどちらなのかをきちんとチェックした上で、用途に合わせて適切に活用しよう。ネット上の資料はより慎重にチェックを！
· 確認できた事実から、正しい論理にしたがって、意見を構築しよう。
· 意見の評価は多価＝ジャッジの評価は割れて当り前。そこで、どのようなスピーチしたら『根拠あり』（＝勝利）と判断してもらい、主張に（④）してもらうかを考えること。
逆算すると、事実＋正確な認識（分析）＋正しい理論。
· 逆に相手側の立論が「確実にその通り」なのか「必ずしもそうなるとは限らない」のかを見極めよう。
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